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六
月
一
八
日
、
イ
ラ
ン
で
第
一
三
期
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
保

守
強
硬
派
の
ラ
イ
ー
シ
ー
候
補
が
当
選
し
た
。
一
九
日
の
内
務
省
発

表
に
よ
れ
ば
、同
候
補
の
得
票
率
は
六
二
％
で
、次
点
の
レ
ザ
ー
イ
ー

候
補
（
得
票
率
一
一
・
八
％
）
を
抑
え
て
の
圧
勝
だ
っ
た
。
国
際
協

調
路
線
を
取
り
二
期
八
年
を
務
め
た
保
守
穏
健
派
の
ロ
ー
ハ
ニ
政
権

は
退
陣
し
、
八
月
五
日
に
は
権
力
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

事
前
の
予
測
通
り
本
命
が
勝
利
を
収
め
た
こ
と
か
ら
「
見
ど
こ
ろ

の
少
な
い
選
挙
だ
っ
た
」
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
総

括
は
早
計
だ
。
確
か
に
、
監
督
者
評
議
会
（
法
曹
六
名
、
イ
ス
ラ
ム

法
学
者
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
）
に
よ
る
資
格
審
査
に
よ
っ
て
、
主

要
な
穏
健
派
・
改
革
派
候
補
が
軒
並
み
失
格
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
命
が
ラ
イ
ー
シ
ー
候
補
で
あ
る
こ
と
は
当
初
よ
り
明
ら
か
だ
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
七
九
年
二
月
の
イ
ラ
ン
革
命
か
ら
四
二
年
が
経

ち
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
体
制
の
権
力
構
造
に
ゆ
る
み
が
生

じ
つ
つ
あ
る
現
在
、
体
制
の
安
定
的
な
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
見
る

と
、
今
回
の
選
挙
は
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
結
論
を
先
取
り

す
れ
ば
、
ラ
イ
ー
シ
ー
次
期
政
権
の
対
外
政
策
は
、
前
政
権
と
の
連

続
性
を
有
し
つ
つ
も
、
内
向
き
に
転
じ
る
懸
念
を
有
し
て
い
る
。
な

お
本
稿
で
は
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
お
よ
び
、
治
安
機
関
と
宗
教

勢
力
か
ら
成
る
中
央
権
力
を
指
し
て
「
体
制
」
と
い
う
用
語
を
用
い

中
東
調
査
会
研
究
員

青
木
健
太

経
済
苦
の
イ
ラ
ン
市
民
は
、
保
守
派
指
導
者
を
選
ん
だ
。

候
補
者
資
格
審
査
で
改
革
派
有
力
候
補
を
落
と
す
な
ど
、

「
体
制
」
の
維
持
・
継
承
の
た
め
の
選
挙
と
い
え
る
。

核
合
意
交
渉
に
復
帰
し
な
が
ら
制
裁
下
で
も
自
活
の
道
を
探
る

新
政
権
の
、
ア
メ
リ
カ
や
国
際
社
会
と
の
関
係
は
。

あ
お
き　

け
ん
た　

二
〇
〇
一
年
上
智
大
学
卒
、

〇
五
年
英
国
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院

平
和
学
修
士
課
程
修
了
。
専
門
は
現
代
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
政
治
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政

府
省
庁
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

日
本
国
大
使
館
書
記
官
、
外
務
省
国
際
情
報

統
括
官
組
織
専
門
分
析
員
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
講
師
な
ど
を
経
て
現
職
。

イ
ラ
ン
大
統
領
選
挙
と
核
合
意
の
ゆ
く
え

—
—

膠
着
す
る
ウ
ィ
ー
ン
協
議
に
打
開
策
は
あ
る
か
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る
。

今
回
選
挙
の
位
置
付
け

　

今
回
の
選
挙
は
、
体
制
へ
の
国
民
の
不
満
が
社
会
の
深
層
に
蓄
積

し
、
米
国
か
ら
の
経
済
制
裁
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
）
の
影
響
も
あ
い
ま
っ
て
経
済
が
疲
弊
す
る
最
中
に

行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
体
制
に
と
っ
て
、
選
挙
の
最
優
先
課
題

は
体
制
の
安
定
的
な
継
承
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
以
下
二
つ
の
文
脈

を
加
味
す
る
こ
と
で
、
そ
の
位
置
付
け
は
明
瞭
と
な
る
。

　

第
一
に
、
革
命
第
一
世
代
の
高
齢
化
や
、
時
代
と
と
も
に
大
義
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
制
の
安
定
性
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
中
旬
の
ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
に
対

す
る
抗
議
デ
モ
が
あ
る
。
燃
料
補
助
金
削
減
を
目
的
と
し
た
急
な
ガ

ソ
リ
ン
値
上
げ
を
引
き
金
に
、悪
化
す
る
経
済
情
勢
を
誘
因
と
し
て
、

国
民
が
抗
議
行
動
を
展
開
し
、
反
体
制
的
な
性
格
を
帯
び
な
が
ら
、

瞬
く
間
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
情
報
省
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
を
遮
断
し
た
上
で
、
革
命
防
衛
隊
が
デ
モ
隊
に
向
か
っ

て
実
弾
発
砲
を
含
む
実
力
行
使
に
よ
る
鎮
圧
に
踏
み
切
り
、
数
百
名

以
上
の
死
者
が
出
る
惨
事
と
な
っ
た
。
治
安
機
関
の
迅
速
か
つ
決
定

的
な
対
応
に
よ
っ
て
、
暴
動
こ
そ
封
じ
込
め
ら
れ
た
が
、
体
制
と
国

民
の
間
に
深
い
溝
が
刻
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
時
点
で
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
は
齢
八
二
歳
と
な
る
。
仮
に

次
期
政
権
が
二
期
八
年
続
く
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
末
期
に
は
九
〇

歳
に
な
る
計
算
だ
。
そ
れ
ま
で
に
円
滑
な
権
力
移
行
の
準
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
体
制
は
、
選
挙
に
お
け
る
最
大
の
力
点
を

「
体
制
の
安
定
的
な
継
承
」
に
置
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
に
よ
る
「
最
大
限
の
圧
力
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
疲
弊
し
た
経
済
を
原
因
と
し
て
、
選
挙
は
穏
健

派
か
ら
保
守
強
硬
派
へ
の
政
治
潮
流
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

「
文
明
間
の
対
話
」
を
掲
げ
た
改
革
派
の
ハ
タ
ミ
政
権
（
一
九
九
七

〜
二
〇
〇
五
年
）、
反
米
強
硬
姿
勢
を
鮮
明
に
示
し
た
ア
フ
マ
デ
ィ

ネ
ジ
ャ
ド
政
権
（
〇
五
〜
一
三
年
）
を
経
て
、
欧
米
と
の
関
係
を
改

善
す
る
と
の
選
挙
公
約
を
掲
げ
国
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
ロ
ー
ハ
ニ
政

権
（
一
三
〜
二
一
年
）
は
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
一
五
年
七
月
に

核
合
意
締
結
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
経
済
制
裁
の
解
除
を
念
頭
に

欧
米
企
業
が
イ
ラ
ン
へ
の
投
資
再
開
に
着
手
し
た
矢
先
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
一
八
年
五
月
に
核
合
意
か
ら
単
独
離
脱
し
た
。
イ
ラ
ン
経
済

の
根
幹
を
揺
さ
ぶ
る
銀
行
・
原
油
取
引
制
限
が
発
動
さ
れ
、
さ
ら
に

は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
感
染
拡
大
も
加
わ
る
こ
と
で
、
ロ
ー
ハ
ニ
政
権

へ
の
国
民
の
期
待
は
失
望
に
変
わ
り
、支
持
を
失
っ
た
。
そ
の
結
果
、

国
内
で
は
保
守
強
硬
派
が
司
法
・
立
法
の
二
権
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
た
内
政
動
向
を
踏
ま
え
れ
ば
、
選
挙
を
保
守
強
硬
派
候
補
が
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制
す
る
こ
と
は
既
定
路
線
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

資
格
審
査
で
の
波
乱

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
局
の
な
か
で
選
挙
が
行
わ
れ
た
わ
け
だ

が
、
最
大
の
波
乱
は
投
票
前
に
あ
っ
た
。
五
月
一
五
日
に
締
め
切
ら

れ
た
立
候
補
者
登
録
で
は
、
総
勢
五
九
二
名
（
男
性
五
五
二
名
、
女

性
四
〇
名
）
が
立
候
補
者
に
名
を
連
ね
た
。
し
か
し
、
二
五
日
に
発

表
さ
れ
た
、
監
督
者
評
議
会
の
資
格
審
査
を
経
た
最
終
候
補
者
リ
ス

ト
は
驚
く
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
最
終
候
補
が
少
数
（
七
名
）
に
絞
り

込
ま
れ
た
こ
と
は
想
定
の
範
囲
内
だ
っ
た
が
、
リ
ス
ト
に
主
要
候
補

の
名
前
が
な
か
っ
た
の
だ
。
登
録
時
の
国
内
各
紙
朝
刊
の
報
道
ぶ
り

を
見
る
と
、
ラ
イ
ー
シ
ー
司
法
府
長
官
、
ラ
ー
リ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
元

国
会
議
長
お
よ
び
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
リ
ー
第
一
副
大
統
領
（
肩
書
は

当
時
）
の
三
名
が
有
力
候
補
と
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
蓋
を
開

け
て
み
れ
ば
、
三
名
の
う
ち
、
ラ
イ
ー
シ
ー
以
外
の
二
名
は
除
外
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
穏
健
派
・
改
革
派
陣
営
か
ら
は
メ
フ
ル
ア
リ
ー

ザ
ー
デ
元
副
大
統
領
と
ヘ
ン
マ
テ
ィ
中
央
銀
行
総
裁
が
リ
ス
ト
に
名

を
連
ね
た
も
の
の
、
と
て
も
対
抗
馬
と
な
り
得
な
い
こ
と
か
ら
、
候

補
者
選
定
の
段
階
か
ら
イ
ス
ラ
ム
共
和
制
的
側
面
が
失
わ
れ
、
権
威

主
義
的
側
面
が
前
面
に
出
た
と
の
評
価
が
国
内
外
で
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
短
期
間
で
各
候
補
に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
全
般
的
に
盛
り
上
が
り
を
欠
い
た
。

そ
れ
で
も
、
政
策
論
争
は
三
回
に
わ
た
っ
て
、
テ
レ
ビ
討
論
を
主
戦

場
と
し
て
行
わ
れ
た
。
第
一
回
討
論
の
冒
頭
、
ヘ
ン
マ
テ
ィ
候
補
が

「
ま
ず
国
民
の
皆
様
に
、
女
性
候
補
が
い
な
い
と
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
皆
様
に
は
選
択
肢
が
全
く
な
い
」
と

監
督
者
評
議
会
を
揶
揄
す
る
発
言
を
す
る
と
、
穏
健
派
・
改
革
派
支

持
者
が
拍
手
喝
采
を
送
る
よ
う
な
一
幕
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
保
守

派
の
レ
ザ
ー
イ
ー
候
補
は
国
民
に
現
金
支
給
す
る
と
公
言
す
る
な

ど
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
政
策
で
人
気
取
り
を
狙
う
動
き
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
命
視
さ
れ
た
ラ
イ
ー
シ
ー
候
補
を
脅
か
す
候
補
は
つ
い

に
現
れ
な
い
ま
ま
、
投
票
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

七
名
の
最
終
候
補
の
う
ち
三
名
は
撤
退
を
表
明
し
た
た
め
、
投
票

は
四
名
で
の
争
い
と
な
っ
た
。
史
上
空
前
の
低
投
票
率
が
予
期
さ
れ

る
な
か
、
当
局
は
投
票
日
の
午
前
七
時
か
ら
深
夜
ま
で
投
票
所
を
開

く
な
ど
万
全
の
体
制
で
臨
ん
だ
。
有
権
者
数
五
九
三
一
万
三
〇
七

名
に
対
し
て
、
投
票
総
数
は
二
八
九
三
万
三
〇
〇
四
名
に
と
ど
ま

り
、
投
票
率
は
九
三
年
の
五
〇
・
七
％
を
下
回
っ
て
過
去
最
低
の

四
八
・
八
％
を
記
録
し
た
。
開
票
結
果
は
、
ラ
イ
ー
シ
ー
候
補
が

一
七
九
二
万
六
三
四
五
票
を
獲
得
し
、
得
票
率
六
二
％
で
過
半
数
を

超
え
た
た
め
、
決
選
投
票
を
待
た
ず
し
て
最
終
結
果
が
確
定
す
る
こ

と
と
な
っ
た
（
図
１
）。
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資
格
審
査
を
通
じ
て
は
、保
守
派
の
モ
ハ
ン
マ
ド
元
ハ
ー
タ
モ
ル
・

ア
ン
ビ
ヤ
ー（
革
命
防
衛
隊
傘
下
の
企
業
）司
令
官
や
ザ
ル
ガ
ー
ミ
ー

元
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
放
送
総
裁
な
ど
、
有
力
視
さ
れ
た
革

命
防
衛
隊
出
身
者
が
数
多
く
失
格
に
さ
れ
た
。「
イ
ス
ラ
ム
法
学
者

に
よ
る
統
治
」
を
標
榜
す
る
体
制
が
、
最
終
候
補
七
名
の
中
で
た
だ

一
人
の
イ
ス
ラ
ム
法
学
者
で
あ
る
ラ
イ
ー
シ
ー
候
補
を
本
命
と
し
て

残
し
た
理
由
は
、
近
年
、
外
交
・
政
治
・
経
済
な
ど
の
多
分
野
で
影

響
力
を
増
す
革
命
防
衛
隊
の
台
頭
を
抑
え
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
権
威
主
義
的
な
性
格
を
色
濃
く
帯
び
て
選
挙
過
程

が
進
行
し
た
わ
け
だ
が
、
国
民
か
ら
体
制
に
対
す
る
不
信
感
が
深
刻

な
レ
ベ
ル
に
達
し
た
こ
と
は
、
無
効
票
の
異
常
な
多
さ
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
図
１
の
通
り
、
選
挙
で
は
、
無
効
票
が
一
二
・
九
％
と
い

う
異
常
値
を
示
し
た
。
こ
れ
は
前
回
二
〇
一
七
年
選
挙
の
約
三
倍
に

の
ぼ
る
。
原
因
は
記
入
ミ
ス
な
ど
の
単
な
る
技
術
的
問
題
に
起
因
す

る
の
で
は
な
く
、資
格
審
査
で
候
補
を
絞
り
込
ん
だ
体
制
に
対
す
る
、

穏
健
派
・
改
革
派
支
持
者
の
「
声
な
き
抵
抗
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
先
述
の
ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
抗
議
デ
モ
に
加
え
て
二
〇
年
一
月

の
革
命
防
衛
隊
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
機
誤
射
の
隠
蔽
事
案
な
ど
で
国

民
の
政
治
不
信
が
募
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
来
て
、
選
択
肢
が
極
端
に

狭
め
ら
れ
た
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
の
だ
。
翌
六
月
一
九
日
、

ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
は
「
選
挙
の
勝
者
は
イ
ラ
ン
国
民
だ
」
と
強

弁
し
た
が
、
政
治
不
信
は
イ
ラ
ン
社
会
に
根
を
張
り
、
将
来
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

な
お
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
が
、
今
後
も
信
頼
の
厚
い
ラ
イ
ー

シ
ー
次
期
大
統
領
を
重
用
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
人

権
重
視
の
姿
勢
と
相
容
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
。
ラ

イ
ー
シ
ー
次
期
大
統
領
に
は
、
一
九
八
八
年
の
反
体
制
派
勢
力
の
政

図1　各候補者の得票率と得票数

ライーシー

レザーイー

ヘンマティ

ハーシェミー 無効票

62.0%11.8%

8.4%

3.5% 12.9%

17,926,345  3,412,712 

2,427,201 

3,726,870 999,718

（司法府長官）

（公益判別会議書記）

（前中央銀行総裁）

（国会副議長）

（注）カッコ内は当時の肩書き。筆者作成。
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治
犯
約
三
〇
〇
〇
名
の
大
量
処
刑
に
際
し
て
、
そ
の
意
思
決
定
に
関

わ
っ
た
嫌
疑
が
拭
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

核
合
意
「
再
建
」
へ
の
影
響

　

ラ
イ
ー
シ
ー
次
期
政
権
に
と
っ
て
目
下
最
大
の
課
題
は
経
済
問
題

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
諸
外
国
か
ら
の
制
裁
解
除
は
焦
眉
の
急
だ
。

四
月
六
日
よ
り
、
イ
ラ
ン
・
米
両
国
間
の
核
合
意
再
建
に
向
け
た
間

接
協
議
が
ウ
ィ
ー
ン
で
始
ま
っ
て
お
り
、
累
次
に
わ
た
り
交
渉
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
保
守
強
硬
派
政
権
の
誕
生
に
よ
っ
て
反
米
強
硬
路

線
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
が
、七
月
六
日
、ハ
テ
ィ
ー

ブ
ザ
ー
デ
外
務
報
道
官
は
、
政
権
が
変
わ
っ
て
も
、
核
合
意
再
建
に

対
す
る
イ
ラ
ン
の
立
場
に
変
更
は
な
い
旨
を
言
明
し
て
い
る
。
ラ

ビ
ー
イ
ー
政
府
報
道
官
も
同
様
に
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ラ

ン
が
直
ち
に
協
議
を
離
脱
す
る
可
能
性
は
低
く
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　

た
だ
し
、
イ
ラ
ン
と
米
国
が
、
互
い
に
「
先
に
条
件
を
履
行
せ
よ
」

と
求
め
る
構
図
に
変
化
は
な
く
、
趨
勢
を
楽
観
視
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
米
国
は
、
イ
ラ
ン
が
核
合
意
を
完
全
遵
守
す
れ
ば
復
帰
す
る
と

の
立
場
だ
。
一
方
の
イ
ラ
ン
も
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
就
任
後
の
二
月

七
日
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
が
「
も
し
（
米
国
が
）
イ
ラ
ン
に
核

合
意
を
遵
守
さ
せ
た
い
の
な
ら
、
経
済
制
裁
を
完
全
に
解
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
と
し
て
は
、
核
合
意

当
事
国
の
一
つ
で
あ
る
米
国
が
単
独
離
脱
す
る
と
い
う
「
核
合
意
違

反
」
に
対
し
、イ
ラ
ン
側
も
比
例
原
則
に
基
づ
い
て
「
核
合
意
違
反
」

を
講
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
米
国
が
先
に
制
裁
解
除
す
べ
き

と
の
立
場
で
あ
る
。

　

し
か
し
米
国
側
に
は
、
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
化
す
る
ロ
ー
ハ
ニ
政
権
を

対
話
の
相
手
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
米
国
内
で
は

核
合
意
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
の
意
見
も
あ
り
、三
月
二
五
日
、

米
共
和
党
・
民
主
党
議
員
四
三
名
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
対
し
て
、

イ
ラ
ン
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
開
発
と
地
域
で
の
不
安
定
化
活
動
を
危
険

視
す
る
立
場
か
ら
、核
合
意
の
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

核
合
意
の
基
本
設
計
に
「
瑕
疵
」
が
あ
る
と
す
る
批
判
は
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
に
限
ら
ず
、
米
国
内
に
根
強
く
存
在
す
る
意
見
で
あ
り
、

全
面
的
な
制
裁
解
除
は
米
国
内
で
強
い
反
発
を
呼
ぶ
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
不
安
要
素
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
動
向
で
あ
る
。
反
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
を
共
通
項
と
し
て
六
月
に
成
立
し
た
ベ
ネ
ッ
ト
連
立
政
権

は
、
イ
ラ
ン
を
脅
威
と
み
な
す
認
識
を
引
き
継
い
で
い
る
。
六
月

二
七
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ピ
ー
ド
新
外
相
は
米
・
ブ
リ
ン
ケ
ン
国

務
長
官
と
の
会
談
に
お
い
て
、イ
ス
ラ
エ
ル
は
核
合
意
に
対
し
て「
深

刻
な
留
保
」
を
有
す
る
と
述
べ
、
米
国
に
よ
る
核
合
意
復
帰
を
強
く

牽
制
し
た
。
昨
年
来
続
く
、
イ
ラ
ン
国
内
の
核
関
連
施
設
の
損
壊
事
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件
（
二
〇
二
〇
年
七
月
、
今
年
四
月
）、
フ
ァ
フ
リ
ー
ザ
ー
デ
核
科

学
者
暗
殺
事
件
（
二
〇
年
一
一
月
）、
紅
海
で
の
イ
ラ
ン
船
舶
へ
の

攻
撃
事
案
（
今
年
四
月
）
な
ど
も
今
後
の
情
勢
を
不
透
明
な
も
の
と

し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
六
月
二
八
日
、
イ
ラ
ン
か
ら
支
援
を

受
け
る
民
兵
を
標
的
に
、
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
領
内
で
の
空
爆
を
実
施

し
た
。
い
ず
れ
も
、
核
合
意
再
建
に
向
け
た
協
議
に
向
け
て
の
阻
害

因
子
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
外
部
要
因
に
加
え
て
、
イ
ラ
ン
・
米
国
間
に
は
依
然
と
し

て
複
数
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
米
国
は
イ
ラ
ン
が
開
発
し
た

最
新
型
遠
心
分
離
機
の
破
棄
を
要
求
し
て
い
る
が
、
イ
ラ
ン
は
こ
れ

ら
を
国
際
原
子
力
機
関
の
監
視
下
で
保
管
し
続
け
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
同
様
に
、
米
国
が
イ
ラ
ン
に
科
し
た
制
裁
に
は
、
銀
行
・
原

油
取
引
制
限
に
加
え
て
、
地
域
で
の
不
安
定
化
活
動
に
関
与
し
て
い

る
と
さ
れ
る
革
命
防
衛
隊
幹
部
な
ど
の
個
人
に
対
す
る
も
の
も
多

数
存
在
す
る
（
一
部
報
道
で
は
一
五
〇
〇
件
以
上
と
も
い
わ
れ
る
）。

そ
の
対
象
を
精
査
す
る
過
程
で
も
両
国
は
揉
め
て
お
り
、
先
行
き
は

予
断
を
許
さ
な
い
。
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
米
国
が
再
び
核
合
意
か

ら
離
脱
し
な
い
と
の
確
約
も
、
重
要
な
要
求
事
項
の
一
つ
だ
。

交
渉
と
制
裁
「
無
効
化
」
両
に
ら
み
の
イ
ラ
ン

　

ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
ラ
イ
ー
シ
ー
次
期

大
統
領
の
当
選
以
来
、
当
初
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
の
反
米
強
硬
路
線
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ラ
ン
側
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

る
限
り
、
前
政
権
の
対
外
政
策
と
の
連
続
性
が
目
立
つ
。
核
合
意
再

建
に
向
け
た
協
議
は
続
く
が
、
妥
結
ま
で
に
は
相
応
の
時
間
を
要
す

る
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
イ
ラ
ン
国
内
で
は
議
会
や
司
法
府
で
保
守
強
硬
派
が
台
頭

し
、
ま
た
革
命
防
衛
隊
が
社
会
・
経
済
領
域
で
存
在
感
を
増
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
政
権
期
の
よ
う

に
核
合
意
に
向
け
た
進
展
が
滞
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
イ
ラ

ン
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
度
を
現
在
の
六
〇
％
か
ら
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
核
合
意
履
行
一
部
停
止
に
踏
み
切
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
は
、
経
済
制
裁
の
解
除
を
追
求
す
る
と
同

時
に
、
現
在
の
制
裁
が
続
い
た
と
し
て
も
自
活
で
き
る
状
態
に
す
る

「
無
効
化
」
も
平
行
し
て
追
求
し
て
い
る
。
既
に
イ
ラ
ン
は
中
国
・

ロ
シ
ア
と
の
関
係
強
化
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
国
内
生

産
の
増
強
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
ラ
イ
ー
シ
ー
次
期
政
権
は
、
前
政
権
の
対
外
政
策
を

踏
襲
し
つ
つ
も
、
今
後
の
展
開
次
第
で
は
よ
り
内
向
き
な
姿
勢
に
変

化
す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
イ
ラ
ン
が
「
ボ
ー
ル
は
米
国
側

に
あ
る
」
と
主
張
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
出
方

が
カ
ギ
に
な
る
が
、
大
胆
な
決
断
に
踏
み
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
●




